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神戸アートビレッジセンター 映像事業

藤田敏八監督特集上映　～「パキさん」が残したもの～

■ 関連イベント
※ イベントは、全て該当の上映回をご鑑賞のお客様を対象に開催します。
　 各日 10:15～整理券発行。予約受付はいたしません。

石川セリ トーク&ライブ
歌手・石川セリ 本人が登場。藤田敏八監督代表作『八月の濡れた砂』の主題歌を披露！

8月 17日（土）　14:00～

岡田裕 （アルゴ・ピクチャーズ株式会社代表取締役）× 大森一樹 （映画監督）  トークイベント
藤田敏八監督、当時の作品制作現場に迫る！

8月 22日（木）　14:30～ ／ 17:05～ 

　神戸アートビレッジセンター [KAVC] （神戸市兵庫区、指定管理者：公益財団法人 神戸市民文化振興財団、館長：大谷燠）
は、　2019年8月17日（土）～8月22日（木）の全5日間、KAVCシアターにて、藤田敏八監督特集上映 ～「パ
キさん」が残したもの～と題し、藤田敏八監督作品 6作品の上映と関連イベントを開催いたします。
　日本映画界が斜陽になった 1970 年代、各映画会社がそれぞれ活路を見いだす中、日活はロマンポルノ
へと移行していきます。パキさんこと藤田敏八監督は、この日活の移行期の前哨戦的な時期に、気だるく
無軌道な若者達の姿を描いた青春映画のメガフォンを取り、多くの傑作を生み出しました。そして、日活
がロマンポルノに移行した後も、藤田は青春映画を撮り
続け、「しらけ世代」と言われた若者たちに強い支持を
受けました。しかしその期間は短く、時代とともに熱は
鎮まっていきます。

彼が映画史に残したものはなんだったのか。
作品、そして映画製作当時を知る人物を通じて探ります。

ゲスト：石川 セリ（歌手）、司会：安田 謙一（ロック漫筆）

ゲスト：岡田裕（アルゴ・ピクチャーズ株式会社代表取締役）、聞き手：大森一樹（映画監督）

料金：一般 1200円（前売 1000円）、かぶっクラブ会員 1000円（前売 900円）
　　　【三回券（当日・前売共に） 】 一般 3000円、かぶっクラブ会員 2700円
　　　※全て期間中のみ有効

上映期間：
2019年 8月 17日（土）～8月 22日（木） 
※火曜休館　※上映スケジュール／作品は各日ごとに異なります。
※上映当日 10:15～整理券発行
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藤田敏八（ふじた としや）
■プロフィール

映画監督、俳優
1932年 1月 16日朝鮮　平壌で生まれ育つ。
東京大学仏文科卒業。昭和30年、日活に助監督として
入社。『非行少年陽の出の叫び』で監督デビュー。仲間
内から『パキさん』の愛称で呼ばれる。『八月の濡れた砂』
『赤ちょうちん』『バージンブルース』など時代を敏感に
反映した作品を世に送り出し、若者の支持を得る一方、
『ツィゴイネルワイゼン』では俳優として出演。以降、
中年世代の終わらない青春像を描き、青春映画の騎手と
して活躍。1997年 8月 29日 65歳で没。

■上映作品（全6作品／年代順）

『野良猫ロック ワイルド・ジャンボ』　
1970　日活

『八月の濡れた砂』
1971　日活

『赤ちょうちん』
1974　日活

『妹』
1974　日活

『バージンブルース』
1974　日活

『帰らざる日々』
1978　日活

※詳しい作品情報 /詳細は添付の企画チラシをご覧ください。

■上映スケジュール
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